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教会に来ると信仰が大切であると言われます。神様がいるなら
目の前に現れてくれたら簡単に信じますというかもしれません。
しかし神様はわざわざ私達に見ずに信じるものは幸いである。と
いう言葉を残しました。この「信仰」という言葉、これを動詞的
な意味でみると信頼です。なぜ神様が教会に信頼という言葉を、
信じるという言葉を回復させようとするためにわざわざ見えない
神様の姿を信じさせるようにしたかったので、しょうか。
「神様は、なぜ、わざわざ見えなくしたのか」頭ではわかってい
ます。「見ゆるところによらずして、信仰によって歩むべし、何
をも見ず、また聞かずとも神の御約束にたち」と私達は歌ってい
ます。だから良くはわかっていますが、目に見えるものが大事な
のではない、日に見えないものに意味があるのだ。ということも
わかっています。わかつてはいるので、すが、やはり見たいのです。
私達の心の中には見たいという欲が潜んで、います。神様はそんな
私達の欲望にたいして信じる事を回復するようにしたかったのでお
す。なぜかというと、人が「愛する」ためには信じること以外の
プロセスはなし功ミらです。
アダムとイヴが愛し合うとしてつくられました。彼らは、裏切

られたのです。「誰に?J '自分の愛する人にJ rあなたのつくっ
たあなたの女が食べろと言ったから食べたので、す。」
その時彼女は「え?Jと思います。確かにそうなんです。だけどきっ
とアダFムは言ってくれると思ったのです 「神様ごめんなさい。僕
がちゃんとできなかったから、彼女がそんなことをしてしまった
のかもしれません。僕が悪かったです。」 と言ってくれると思っ
ていたのです。ところがアダムはそうはできなかったのです。
なぜかというと、あの木の実を食べたからです。あの木の実を食
べた瞬間から私達は自分を守らなければいけなくなりました。誰
も自分を守ってくれる人がいません。だから私達は今でもそうで
す。何か指摘さ才L、責められた|瞬間、「あの人が。」となるのです。
私達の心に深く潜んでいるものです。手必圭は、それを今、鎧とし
て着ています。それがプライドというものです。
「この世と調子を合わせてはいけません。いや、むしろ、神のみ
こころは何か、すなわち、何が良いことで神に受けいれらオ1、完
全であるのかをわきまえ知るために、心の一新によって自分を変
えなさい。私は、自分に与えられた恵みによって、あなたがたひ
とりひとりに言います。だれでも、思うべき限度を超えて思い上
がってはいけません。いや、むしろ、神がおのおのに分け与えて
下さった信仰の量りに応じて、慎み深い考え方をしなさい。(ロー
マ12:2--3)J'ですから、信仰によって義と認められた私達は、
私達の主イエス・キリストによって、神との平和を持っています。
(ローマ5: 1) J 

まず私達に大切な事は、この世と調子を合わせずに神様はそれ
を見てどう思っているのか、そして完全か完全で、はないか、何が
正しいのかをわきまえしるために変わろうとする決断をしなさい
と言われています。「私は自分の考えを貫くのです。」それで、ある
のなら神様の恵みの中で生きる事はないわけです。自分のルール
で、生きていけばいいので、す。ところが私達は神様に認めて、受け
入れて、なぜそれをして欲しいかというと、本当の自分の姿に帰
りたいからです。
① 「思うべき限度」は 「フロネオウ」
② 「思い上がる」は「ヒュペアフロネオウ」
③ 「慎み深く 」は「ソウフロネオウ」
④ 「思うべきで、ある」は 「フロネオウ」
基本形は 「フロネオウ」である。自分を過大許価するのは 「ヒュ
ペア+フロネオ」。 正気で自分を見るのは 「ソウフロネオウ」で
ある。思い上がるというのは、自分はそうではないのにそう思っ
ているという態度について言っているわけで、す。正気で、というの
は慎み深いという意味です。「ヒュペロオン」名調。「彼らは町に
入ると泊まっている屋上の聞に上がった。J '屋上の問J '血e
upperrooillJ自分を過大評価するとは上から目線で人を見る。
「慎み深く」は「ソウフロネオウ」正気になって考えよ。酔った状態、
中毒状態を示している。私が一番状態、この状態は「エゴホリック」
自己中心である。パウロは正気になれと勧告している。私達は上
から物事を見ょうとすることがあるのです。思い上がるというの
は私達が人々を見下ろす姿です。Upperstandというものです。
でも相手を理解するという姿勢は understandです。その人の
下に立つ。そしてこの理解するという行動は結果、信頼関係を生
み出します。ですから神様は慎み深く正気になって考えろ。と言っ
ています。「正気になれ」というのはどのような事かというと酔っ
て中毒状態になっているあなたに対して「戻れ」と言っているの
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です。だから私達が思い上がって人を上から判断している時は
私達は酔っぱらっているのです。Jupper standであるというの
は私達の全ての心の崩壊から始まっていますO そこで、神様は
目に見えないそんな神様を信じさせる事によって、見せる事な
んて出来ますが、でもそんな私達に対して信頼関係を回復する
ために目に見えない姿をして彼は私達に自らの姿を現そうとし
ているのです。皆さんは今、信頼を持とうとしているでしょうか。
信じるというのは信じてあげるのではありません。確かに信じ
たことで裏切られるのです。なぜかというと私自身が裏切って
いるという事を理解するという事はあなた自身もそうだという
事を知っているはずです。そんな私達がどのようにして、愛を
回復していくのかというと裏切っても赦されて、もう一度信じ
ようとしてくれる姿です。信じようとする行動はこの教会から
スタートします。この何度でも信じようとする姿、その人を愛
そうとする姿を神様は本来の人のあるべき姿にもどすプロセス
として用いているのです。おのおのに分け与えてくださった信
仰の量りに応じて慎み深い考え方をしなさい。信仰の量り、こ
れがあなたに与えられた信じようとする行動なのです。すなわ
ち量りが違うという事です。あなたとあなたの隣にいる人の量
りの大きさが違うという事があります。すなわち、この量りは
成長するのです。それは私達クリスチャンがどれだけ人を、神
様を信頼しようとするかによって変えられるのです。ですから
信仰によって義と認められた私達は私達の主イエス・キリスト
によって神との平和をもっています。信仰とは信頼です。誰かを、
神様を信じようとする心なわけです。今、私達が見ているもの
は多くのものが疑いです。ニュースを見ても本当かと疑いたく
なるような情報がいっぱいです。そのような中で私達はもう一
度この信仰という言葉、この言葉を正しく考え直す時がきてい
ます。信仰とは宗教ではありません。信じるという事の尊さを
もう一度私達が仰ぎ求めることです。クリスチャンが信じるこ
とをせず、この日本を信じる事をせず、何が変えられるでしょ
うか。このままいったら悪くなることはわかっています。だか
ら信じるのです。信じる事は干μ主にとって回復なので、すO

*信じる事の回復はとのように素直蛇のようにさとく
*高ぶりを取る 正気素直な生き方
*慎み深く 自らを変える

さとさ、というのは賢さです。おろかにならないで、、でも信じ
る姿それを私達はいつも願っていかなければいけないので、す。
そして高ぶりを取り去らなければいけません。私達の心のなか
には人を見下そうとする心があります。でも人を見下す時、あ
なたは何になっているのでしょうか。あなたは神になっていま
す。しかし、その神様でさえ決して人を見下したりはしなかっ
たのです。彼はあの家畜小屋で産まれて、糞土にまみれたとこ
ろで寝ていたのです。そのようなイエス・キリストは 「あなた
の罪は赦された」と言ったので、す。彼の生き方とは責めるので
はなくて赦す生き方だ、ったのです。そして最後に彼は「あなた
の御心の通りにしてください。」 と言って十字架にかかっていき
ました。
人として産まオ1、人の弱さを知って痛みもわかり、苦しみを

理解し、それでも彼は 「いや、私の願う通りではなく、あなた
の御心の通りに私は生きたい。」 と言われたのです。
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